
１．はじめに

　産業界専用 IDビームライン（BL１６XU）は、産業界専

用 BMビームライン（BL１６B２）とともに１３企業グループ［１］

と JASRIからなる産業用専用ビームライン建設利用共同

体が管理・運営するビームラインである。１９９９年１０月より

各社利用に供されている［２］。

２．実験装置［３］

　BL１６XUの基本仕様は、表１の通りである。実験装置と

しては、光源の上流から順に、蛍光 X線分析装置、X線回

折装置、マイクロビーム装置が設置されている（ビームラ

インの配置図は BL１６B２ の図１に示す）。

３．利用の状況

　利用時間、装置別の利用割合を図１，２に示す。２０００年度

から２００１年度にかけて、１社当たりの平均利用日数は１５日

から２３日と大幅に増加した（BL１６XU＋ BL１６B２）。利用

テーマの割合（課題数に基づく、BL１６XU＋ BL１６B２）を

図３に示す。
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BL１６XU
産業用専用ビームライン建設利用共同体（産業界 ID）

図１　利用時間の推移（BL１６XU）
表１　BL１６XUの基本仕様

真空封止型直線偏光アンジュレータ
周期長４０㎜、周期数１１２光源

４.５keV～４０keV光子エネルギー

回転傾斜型二結晶（Si（１１１））単色器

～１０１３ photons/s光子数

０.９㎜（H）x ０.６㎜（V）ビーム径

図３　利用テーマの割合

図２　装置毎の利用割合（BL１６XU）



４．主なトピックス

　ビーム径１�のマイクロビームを用いた XAFS実験が

今期初めて行われた［４］。本ビームラインの特長を活かした

使い方であり、材料開発部署との更に密接なコンタクトに

より更によい研究事例が生まれる可能性が高い。

　X線回折も産業用に重要な使われ方をしており、磁気記

録層中の結晶配向メカニズムを解明し、１００Gバイトを越

える容量のパソコン用ハードディスクの実用化に大きく貢

献した［５］。

　共同体の中の４社は、全反射蛍光X線分析技術のチャン

ピオンデータを狙い、共同体の装置とBL４０XUのきわめて

高輝度の放射光とを組み合わせて、高エネルギー分解能・

低バックグラウンドの波長分散全反射蛍光 X線分析装置

を製作し、さらに検出感度向上のため、ウエハ表面をフッ

酸で溶かし、広い面積の微量金属元素をX線の照射範囲に

集める濃縮法を開発して、ウエハ表面１００μm２あたり銅４

個、ニッケル４個という世界最高の検出感度を記録した［６］。

　そもそも、産業用ビームラインは、放射光の利用により、

従来不可能であった分析・解析を可能とし、製品開発のス

ピードアップをねらいとしている。僅かずつではあるが、

その狙いを実現する方向に進んでいると言える。

株式会社豊田中央研究所　広瀬　美治

参考文献

［１］　神戸製鋼所，三洋電機，住友電気工業，ソニー，電力

グループ（関西電力，電力中央研究所），東芝，豊田

中央研究所，日本電気，日立製作所，富士通研究所，

富士電機総合研究所，松下電器産業，三菱電機（５０音

順）．

［２］　平井康晴ほか：SPring-８ 利用者情報４（１９９９）１６；久

保佳美：ibid．６（２００１）１０３．

［３］　第１３回日本放射光学会年会（２０００/１/８，岡崎）；N．Awaji 

et al．：Jpn．J．Appl．Phys．３９（２０００）L１２５２．

［４］　Y．Seno et al．：SPring-８ User Experiment Report 

No．７（２００１A）２４６．

［５］　M．Ohsawa et al．：SPring-８ User Experiment Report 

No．７（２００１A）２３６；日経産業新聞　２００１/８/６．

［６］　N．Awaji et al．：SPring-８ User Experiment Report 

No．７（２００１A）１７６；日経産業新聞　２００１/９/１１．　

実験ステーション（専用ビームライン）

－１０５－


